
  

１．平成26年３月期第３四半期の業績（平成25年４月１日～平成25年12月31日）  

  

  

  

（２）財政状態  

  

  

２．配当の状況  

  

平成26年３月期（予想）期末配当金の内訳 普通配当 ７円50銭 記念配当 ５円00銭  
  

３．平成26年３月期の業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）  
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四半期決算補足説明資料作成の有無： 有       
  

  
四半期決算説明会開催の有無      ： 無       

  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計）  （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高  営業利益  経常利益  四半期純利益  

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年３月期第３四半期  9,442 7.9 647 △5.0 684 △4.4 429 △2.6 

25年３月期第３四半期  8,754 3.1 681 72.6 716 65.5 440 8.1 

  
１株当たり  
四半期純利益  

潜在株式調整後  
１株当たり  
四半期純利益  

  円 銭 円 銭 

26年３月期第３四半期  78.28 － 

25年３月期第３四半期  80.34 － 

  総資産  純資産  自己資本比率  

  百万円 百万円 ％ 

26年３月期第３四半期  18,933 14,896 78.7 

25年３月期  18,676 14,496 77.6 

（参考）自己資本  26年３月期第３四半期  14,896百万円   25年３月期  14,496百万円 

   
年間配当金  

第１四半期末  第２四半期末  第３四半期末  期末  合計  

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

25年３月期  － 7.50 － 12.50 20.00 

26年３月期  － 7.50 －     

26年３月期（予想）       12.50 20.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無     

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高  営業利益  経常利益  当期純利益  
１株当たり  
当期純利益  

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  11,550 0.6 808 0.7 851 0.8 525 0.8 95.80 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無     



※  注記事項  

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示  

  

  

  

  

（３）発行済株式数（普通株式）  

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示  

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項  

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。 

（四半期決算補足説明資料の入手方法） 

 決算補足説明資料（第３四半期決算説明資料）は、当社ホームページに同日掲載しています。  

  

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無     

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 無     

②  ①以外の会計方針の変更                  ： 無     

③  会計上の見積りの変更                    ： 無     

④  修正再表示                              ： 無     

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期３Ｑ  5,749,000株 25年３月期  5,749,000株 

②  期末自己株式数  26年３月期３Ｑ  263,374株 25年３月期  263,309株 

③  期中平均株式数（四半期累計）  26年３月期３Ｑ  5,485,676株 25年３月期３Ｑ  5,485,758株 
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（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、円安により輸出が持ち直し、企業業績も回復してまいりました

ことに加え、株価上昇による消費マインドの改善や緊急経済対策等の効果もあり、景気は緩やかな回復傾向にあり

ます。 

当貨物自動車運送業界におきましては、消費税引き上げ前の駆け込み需要とともに、個人消費の活性化により

総物量が増加しておりますが、一方で運賃料金の見直し要請や原油高による燃料費の高止まり、輸送乗務員の絶対

数の不足が顕在化しており、昨年までの斯業界とは異なった厳しい状況となっております。 

当社はこのような状況下、主力荷主となりました清涼飲料輸送の新会社と当社が推進しております輸送力の大

型化（トレーラー化）による物流システムが、同社の方針と一致したことから輸送が増加したことや、新輸送シス

テムに加えて同業他社との提携拡大による相乗効果も発揮いたしました。 

さらに、セメント輸送は東日本大震災による復旧・復興事業の本格化や首都圏での大型再開発、商業施設等の

建設、圏央道・外環道といった道路整備需要も旺盛で底堅い伸びを示しておりますので、引続き輸送力の増強を図

るとともに、この分野でも新輸送システムによる業務提携効果を発揮するための施策を実施いたしました。 

以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高 千円（前年同期比7.9％増）、営業利益は

千円（前年同期比5.0％減）となり、経常利益は 千円（前年同期比4.4％減）、四半期純利益は

千円（前年同期比2.6％減）となりました。 

また、当社は昨年12月30日を以って会社創立70周年を迎えることができました。長年にわたる各位のご支援に対

しまして、謹んで御礼申し上げます。  

  

セグメントの業績につきましては次のとおりです。 

貨物自動車運送事業 

（第１営業部門） 

清涼飲料輸送は、前述の通り新会社の要請と当社の輸送方針が一致し高稼働となりましたことに加え、同業他

社との提携効果により復荷の増加による実車率の向上を含め輸送量が増加いたしましたので、大幅な増収となりま

した。 

びん・容器輸送は、健康志向の波に乗って栄養ドリンク剤容器や薬事法改正に伴う製品の増産等もありました

が、酒類容器等が減少傾向にあることから輸送量はほぼ前年並となりました。 

この結果、第１営業部門の売上高は前年同期比11.1％増となりました。  

（第２営業部門） 

石油輸送は、原油高による製品価格が上昇したうえに、エコカーの普及や消費者の節約意識の高まりで需要が

減少しておりますので、適正車両の見直しを行い減車しましたので減収となりました。 

化成品輸送は、消費増税前の住宅関連樹脂や中国経済の持ち直し等で輸出が増加いたしましたが、輸送体制が

整わず微減となりました。 

セメント輸送は、前述記載の通り東北地域の復旧・復興の新規事業本格化による増収に加えて、関東圏におき

ましても大型の民需に加え官需も旺盛で、継続してトレーラー車による輸送力の増強に努め、大幅な増収となりま

した。 

その他輸送は、小型車の専属契約業務を行っておりますが、荷主の減車要請で減収となりました。 

この結果、第２営業部門の売上高は前年同期比12.5％増となりました。 

以上から、当貨物自動車運送事業の売上高は、関連業務の荷役・保管作業収入を含め、6,607,762千円（前年同

期比11.4％増）となり、セグメント利益は 千円（前年同期比2.4％増）となりました。  

商品販売事業 

当事業の主力販売品である石油製品は、大口納入先の販売が減少し、減収となりました。 

セメント販売につきましては、商業施設に加えて物流施設等の納入先が増加し、大幅な増収となりました。 

車両販売・リース業等につきましては、大型車の販売とリース業の成約に加えて、ソフトウエアの販売も順調

に売上を伸ばしましたので、大幅な増収となりました。 

この結果、当事業の売上高は1,923,791千円（前年同期比3.6％増）となり、セグメント利益は 千円（前年

同期比17.1％増）となりました。  

不動産賃貸事業 

自社提供施設につきましては、商業ビルの空室部分が成約し、増収になりましたことに加え、貸出施設の中で

増築した施設があり、その増築面積分が増収となりました。 

 借上施設につきましては、一部の施設で貸出面積の縮小と、期中返還施設が出ましたので減収となりました。 

この結果、当事業の売上高は854,967千円（前年同期比6.1％減）となり、セグメント利益は 千円（前年

同期比7.5％減）となりました。  

１．当四半期決算に関する定性的情報

9,442,727

647,300 684,689

429,425

475,702

14,976

361,178
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その他事業 

自動車整備事業は、営業活動が奏功し、複数の車両販社の車検・修理と大手取引先の車検・整備も合わせて受

注できましたので、増収となりました。 

損害保険代理業等につきましては、法人で新規に大口のフリート契約が成約しましたことに加え、個人でも自

動車保険契約も増加いたしましたので増収となりました。 

 この結果、当事業の売上高は56,206千円（前年同期比5.0％増）となり、セグメント利益は 千円（前年同

期比11.2％増）となりました。   

   

（２）財政状態に関する説明 

（資産）  

当第３四半期会計期間末における流動資産は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円増加いたし

ました。これは主に現金及び預金が 千円、営業未収入金が 千円それぞれ増加したことによるもので

あります。固定資産は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円増加いたしました。これは有形固定

資産が 千円、無形固定資産が 千円それぞれ減少した一方で、投資有価証券の時価評価等により、投

資その他の資産が 千円増加したことによるものであります。 

この結果、総資産は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円増加いたしました。 

（負債）  

当第３四半期会計期間末における流動負債は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円減少いたし

ました。これは主に未払法人税等が 千円減少したことによるものであります。 

固定負債は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円増加いたしました。これは主に長期預り保証

金が 千円減少した一方で、繰延税金負債が 千円増加したことによるものであります。 

この結果、負債合計は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円減少いたしました。 

（純資産）  

当第３四半期会計期間末における純資産合計は 千円となり、前事業年度末と比べ 千円増加い

たしました。これは主に四半期純利益 千円及び剰余金の配当 千円により利益剰余金が 千

円、その他有価証券評価差額金が 千円それぞれ増加したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は78.7％（前事業年度末は77.6％）となりました。 

     

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の業績予想につきましては、当第３四半期累計期間の業績が概ね年初計画に近い状況で推移していることか

ら、平成25年５月10日の「平成25年３月期 決算短信」で公表いたしました業績予想に変更はありません。   

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。     

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。    

   

該当事項はありません。   

21,461

4,634,317 205,571

143,745 98,859

14,299,338 51,940

110,019 37,586

199,546

18,933,655 257,512

1,459,765 162,315

126,028

2,577,480 20,288

17,503 36,050

4,037,245 142,027

14,896,409 399,539

429,425 109,713 319,711

79,879

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,019,598 3,163,344

受取手形 51,149 19,324

営業未収入金 1,175,502 1,274,361

リース投資資産 － 16,868

原材料及び貯蔵品 28,177 30,518

その他 158,394 134,251

貸倒引当金 △4,077 △4,351

流動資産合計 4,428,745 4,634,317

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 3,450,010 3,329,314

車両運搬具（純額） 376,902 406,789

土地 7,520,861 7,520,861

その他（純額） 355,680 336,469

有形固定資産合計 11,703,454 11,593,434

無形固定資産 131,699 94,113

投資その他の資産   

投資有価証券 886,780 1,056,172

差入保証金 1,429,040 1,442,512

その他 99,321 116,004

貸倒引当金 △2,899 △2,898

投資その他の資産合計 2,412,243 2,611,790

固定資産合計 14,247,397 14,299,338

資産合計 18,676,143 18,933,655

負債の部   

流動負債   

支払手形 131,642 112,099

営業未払金 686,942 793,293

未払金 136,045 57,422

未払費用 175,663 194,393

未払法人税等 223,457 97,429

引当金 95,813 47,160

その他 172,516 157,967

流動負債合計 1,622,081 1,459,765

固定負債   

繰延税金負債 1,143,931 1,179,981

再評価に係る繰延税金負債 123,215 123,215

引当金 110,840 115,509
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年12月31日) 

長期前受金 59,264 55,102

長期預り保証金 1,105,872 1,088,369

資産除去債務 14,069 15,303

固定負債合計 2,557,192 2,577,480

負債合計 4,179,273 4,037,245

純資産の部   

株主資本   

資本金 553,031 553,031

資本剰余金 527,722 527,722

利益剰余金 13,840,505 14,160,217

自己株式 △195,002 △195,054

株主資本合計 14,726,256 15,045,916

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 220,415 300,295

土地再評価差額金 △449,801 △449,801

評価・換算差額等合計 △229,386 △149,506

純資産合計 14,496,870 14,896,409

負債純資産合計 18,676,143 18,933,655
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 8,754,925 9,442,727

売上原価 7,809,509 8,509,236

売上総利益 945,415 933,490

割賦販売未実現利益戻入額 399 333

割賦販売未実現利益繰入額 263 430

繰延リース利益繰入額 － 2,945

差引売上総利益 945,551 930,447

販売費及び一般管理費 263,844 283,146

営業利益 681,706 647,300

営業外収益   

受取利息 559 575

受取配当金 19,812 21,673

補助金収入 6,300 －

その他 13,054 19,695

営業外収益合計 39,726 41,944

営業外費用   

支払利息 4,949 4,552

その他 10 3

営業外費用合計 4,960 4,555

経常利益 716,472 684,689

特別利益   

固定資産売却益 14,640 20,795

特別利益合計 14,640 20,795

特別損失   

固定資産売却損 83 705

固定資産除却損 2 256

ゴルフ会員権評価損 300 －

ゴルフ会員権貸倒引当金繰入額 2,896 －

特別損失合計 3,282 961

税引前四半期純利益 727,831 704,523

法人税、住民税及び事業税 275,627 259,555

法人税等調整額 11,478 15,542

法人税等合計 287,106 275,098

四半期純利益 440,725 429,425
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該当事項はありません。    

   

該当事項はありません。     

   

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他事業」は、自動車整備業及び損保代理業等であります。 

２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用で、報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。  

３．報告セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書計上額（営業利益）と一致しております。 

  

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他事業」は、自動車整備業及び損保代理業等であります。 

２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用で、報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。  

３．報告セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書計上額（営業利益）と一致しております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

   

   

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）２ 

四半期損益
計算書計上
額（注）３

貨物自動車
運送事業 

商品販売事
業 

不動産賃貸
事業 

その他事業
（注）１ 

計 

売上高               

外部顧客への売上高  5,933,819  1,857,423  910,171  53,511  8,754,925  －  8,754,925

計  5,933,819  1,857,423  910,171  53,511  8,754,925  －  8,754,925

セグメント利益  464,752  12,792  390,256  19,298  887,099  △205,393  681,706

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）２ 

四半期損益
計算書計上
額（注）３

貨物自動車
運送事業 

商品販売事
業 

不動産賃貸
事業 

その他事業
（注）１ 

計 

売上高               

外部顧客への売上高  6,607,762  1,923,791  854,967  56,206  9,442,727  －  9,442,727

計  6,607,762  1,923,791  854,967  56,206  9,442,727  －  9,442,727

セグメント利益  475,702  14,976  361,178  21,461  873,318  △226,017  647,300
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